
街
も
野
山
も

ま
た
里
も
 

春
の
陽
し
っ

か
り
握
っ

て
る
 

山
の
便
り
じ
ゃ

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
 

コ
ブ
シ
の
花
も
咲
い
た
と
い
う
 

端
午
の
節

句
に
早
い
け
ど
 

空
に
は
た
め
く
鯉
の
ぼ

り
 

四
月
も
末
の
風
光
る
 

人
の
暮
し
の
う
る
お

い
に
 

〇
 

み
ど
り
と
花

ー
囲
ま
a
て

．
 

小
鳥
も
と
き
に

来
て
ほ
し
い
 

雪
消
に
な
れ
ば
そ
う
思
う
 

待
っ
て
た
み
ど
り
と
花
の
市
 

庭
木
草
花
ど
れ
に
し
よ
う
 

あ
ま
り
多

い
の
で
目
が
迷
う
 

幹
や
枝
ぶ
り
気
に
合
え
ば
 

財
布
の
方
が
折
り
合
わ
ず
 

行
き

つ
戻
り
つ
思
案
を
す
れ
ば

意
気
よ
い
植
木
屋
手
を
打
っ
て

に
っ
こ
り
笑
い
負
け
ま
し
ょ

う

た
め
つ
す
が
め
つ
前
う
し

ろ

わ
が
家
の
庭
が
目
に
浮
か

ぶ

こ
ち
ら
は
母
さ
ん
子
を

つ
れ
て

窓
辺
を
飾
る
鉢
選
ぶ
 

来
る
人
く
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
 

花
と
心
が

と
け
合
っ

て
 

優
し

い
ひ
と
み
で
見
て
回
る
 

四
季
を
忘
れ
た
花
だ
け
ど
 

ハ
ウ
ス
の
な
か

は
あ
た
た
か

い
 

こ
ど
も
に
聞

い
た
花
言
葉
 

忘
れ
た
青
春
よ
み
が
え
る
 

（写
真
 
市

庁
舎
前
お
祭
り
広
場
）
 

〇
 

〔毎月 2 回・1日・15日発行〕 部
 

発 行 所 

五所川原市役所 

422号 

昭和53年 5 月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14.182 

（昭和53年 4 月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,195人 

女 	26,922人 52,117人 

（昭和33年9月10日第 3種郵便物認可） 

市 の 人 口 

①
 

③た1ょかわら 



ひ
よ
う
た
ん
池

の
泥
あ
げ
奉
仕
 

官民一体クリーン作戦 

全課長も街頭に出て轟舞姦嚢 

昭和53年（1978年） 5 月I日（422号） ② 広報ごしょがわら （第 3種郵便物認可） 

、
，
 

 ●
 

泥
、

コ
ミ
の
運
搬
作
業
 

議
襲
惑
議
犠
「
 

鱗 (4 Jj 1護 1) 

ま
ち
の
清
掃
は
か
け
声
だ
け

で
な
く
、
市
が
率
先
し
て
行
お

う
と
、
春
の
清
掃
運
動
が
始
ま

っ
た
四
月
十
九
日
、
市
理
事
者
、
 

各
課
長
が
街
頭
に
出
て
泥
の
運

搬
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
寺
田
市
長
を
は

じ
め
、
三
役
、
各
課
長
、
新
採

用
職
員
ら
総
勢
三
十
人
が
作
業

服
に
ゴ
ム
長
靴
を
は
い
て
街
頭
 

働
く
若
者
た
ち
の
奉
仕
活
動

グ
ル
ー
プ
、
五
所
川
原
青
年
ク

ラ
プ

（
山
口
勉会
長

・
会
員
四

九
人
）
は
、
四
月
十
六
日
牧
水

公
園
に
あ
る
ひ
ょ
う
た
ん
池
の

清
掃
奉
仕
を
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
だ
 
 

に
出
、
側
溝
か
ら
で
た
泥
や
ゴ

ミ
の
運
搬
作
業
を
行
っ
た
も
の

で
す
。
 

運
搬
作
業
に
は
、
駅
前
大
町

通
り
に
市
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
三
台
、
 

シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
ー
台
も
出

動
し
、
地
元
町
内
会
が
す
で
に

あ
げ
て
お
い
た

一
年
分
の
泥
や

ゴ
ミ
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
あ
げ
、
 

次
々
運
ん
で
い
ま
し
た
。
 

青
年
ク
ラ

ブ

の
十

人
 

っ
た
が
、
山
口
さ
ん
ら
十
人
が

朝
六
時
か
ら
出
て
、
池
に
た
ま

っ
た
泥
や
ゴ
ミ
を
あ
げ
き
れ
い

に
し
た
も
の
で
す
。
 

同
ク
ラ
ブ
の
清
掃
奉
仕
は
、
 

今
年
で
六
年
に
な
り
ま
す
。
 

市
議
会
常
任
委
員

会
と
特
別
委
員
会
の

委
員
構
成

（
四月
一

日
現
在
）
は
、
次
の

と
お
り
で
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

（
③
は
委
員
長
、
 

▲
は
副
委
員
長
、

。
 

は
委
員
で
す
。
）
 

回
総
務
常
任
 

委
員
会
 

e
寺
田
義
雄
▲
小

野
仁
太
郎

o
三
上
理
、
 
 川

浪
重
次
郎
、
山
口
徳
二
、
成

田
守
 

回
経
済
常
任
委
員
会
 

③
石
岡
彦
永
門

A
鶴
谷
敏
雄
 

o
阿
部
保
信
、
神
暗
二
郎
、
奈
 

良
清
作
、
高
橋
清
徳
 

回
民
生
常
任
委
員
会
 

O
吉
岡
良
三

A
平
山
洗

一
o
 

渋
谷
守
夫
、
福
士
孝

一
、
川
浪
 

直
治
、
鳴
海
真

一
 

回
建
設
常
任
委
員
会
 

④
泉
谷
正
志
▲
船
水
信
一

o
 

前
田
義
則
、
葛
西
収
三
、
小
野
 

豊
四
郎
、
石
岡
貢
 

回
教
育
振
興
対
策
 

特
別
委
員
会
 
 

③
三
上
理
▲
小
野
仁
太
郎

o
 

高
橋
清
徳
、
奈
良
清
作
、
阿
部

保
信
、
小
野
豊
四
郎
、
鶴
谷
敏

雄
 回

交
通
体
系
整
備
促
進
 

特
別
委
員
会

③
成
田
守
▲
神
暗
二
郎

O
石

岡
彦
永
門
、
石
岡
貢
、
前
田
義

則
、
寺
田
義
雄
、
泉
谷
正
志
、
 

川
浪
重
次
郎
 

回
地
域
環
境
整
備
促
進
 

特
別
委
員
会
 

O
船
水
信
一
▲
葛
西
一
三

o
 

鳴
海
真

一
、
平
山
洗
一
、
吉
岡

良
三
、
山
口
徳
二
、
川
浪
直
治
 

（
敬
称略
）
 

1
ノキ
ッ
チ
ン
力

ー
‘
ー
 

が
や
っ
て
く
る
ー
 

貧
血
を
防
ご
う
 

県
の
栄
養
指
導
車
“
キ
ッ
チ

ン
カ

ー
ー
が
次
の
日
程
で
栄
養

指
導
に
や
っ
て
き
ま
す
。
 

主
婦
の
皆
さ
ん
多
数
お

い
で

下
さ
い
。
 

指
導
の
テ
ー
マ
は
、
 「正
し

い
食
事
で
貧
血
を
防
ご
う
」
で

す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

五
月
十
二
日

（
金
）
⑥
午
前

十
時
か
ら
、
高
野
公
民
館
 

⑥
午
後
一
時
か
ら
、
飯
詰
支

所
前
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o
n

H
v
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HU
nH
Un
U
n
旧U
n
U
n
U
nH
Hv
 

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金
 

奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
収
入
も
、
 

そ
の
収
入
に
よ
っ
て
は
税
金
が

か
か
っ
た
り
、
ご
主
人
の
税
金

に
も
影
響
し
た
り
す
る
の
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
 

パ
ー
ト
収
入
は
、
年
間
七
十

万
円
ま
で
で
し
た
ら
、
配
偶
者
 

控
除
が
受
け
ら
れ
る
し
、
税
金

も
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
 

七
十
万
円
を
超
え
、
七
十
九
万

円
以
下
の
収
入
が
あ
り
ま
す
と
、
 

税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
配

偶
者
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

さ
ら
に
、
七
十
九
万
円
を
超
 

え
ま
す
と
、
配

偶
者
控
除
が
受

け
ら
れ
な
い
だ

け
で
な
く
パ

ー
 

ト
収
入
に
税
金

が
か
か
り
ま
す
。
 

（
五
所川
原

税
務
署
）
 

味咽ケ沢野鳥の村観察コース 

Aコース 

（カラマツコース） 

一周で1時間30分 

Bコース 

（湖コース） 

一周で1時間30分 

自
然
に
恵
ま
れ
た
野
鳥
と
野

草
の
宝
庫
で
、
宿
泊
・
休
憩
施

設
も
あ
る
市
内
味
暗
ケ
沢
の
“
 

野
鳥
の
村
《
が
、
今
年
も
六
月

一
日
か
ら
開
村
し
ま
す
。
 

子
供
た
ち
の
身
近
な
自
然
観

察
等
に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

野
鳥
の
村
は
、
九
月
三
十
日

ま
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ロ
利
用
は
 

原
則
と
し
て
リ
ー
ダ

ー
に
引

卒
さ
れ
た
小
・
中
学
生
の
グ
ル
 
 

ー
プ
が
利
用
で
き
ま
す
。
 

た
だ
し
、
小

・
中
学
生
の
利
 

用
が
な
い
と
き
は
、
 一
般
の
方
 

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
 

ロ
日
程
 

日
帰
り
、
ま
た
は
一
泊
二
日
 

以
内
で
す
。
 

ロ
利
用
定
員
 

三
十
五
人
以
内
。
 
（
引卒
者
 

を
含
む
。
）
 

ロ
利
用
料
 

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
小
 
 

中
学
生
以
外
の
グ
ル
ー
プ
は
、
 

一
人
一
日
百
円
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ロ
申
込
受
付
 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
利
用
す
る
十
日
前
ま
で
に

市
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
 

（
骨
⑤
二
一
一
一
番

・
内
線
一
一

五
〇
番
）
に
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
予
約
は
、
電
話
で
も
け
っ

こ
う
で
す
。
 

な
お
、
宿
泊
施
設
に
は
、
炊

事
用
具
一
式
を
備
え
て
お
り
ま

す
が
、
寝
具
等
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
各
自
準
備
し
て
下
さ
い
。
 

ク野
鳥
の
村
）
六
月
一
日

開
村
 

自
然
観
察
等
に
ご
利
用
を
 

墓地の購入者を募集 

  

長者森平和公園 

 

市都市計画課では、長者森平和公園墓地の購入者を募集して 

おります。 

◇受付 月曜日～土曜日 

月曜日～金曜日 午前 8時30分～午後 4 時まで 

土曜日 午前 8 時30分～午前11時30分まで 

◇募集区画 270区画 

◇墓地面積 1区画 5d 

◇永代使用料 110,000円 

◇管理料 	3,000円（年間） 

※申込みと同時に永代使用料と管理料を納付していただ“きます。 

※詳しくは市都市計画課へお問い合わせ下さい。 

市都市計画課（●(5)211 1・内線 233・ 234番） 
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1 

なやみ・心配・困りごとのご相談は

市民相談室をご利用下さい 

市庁舎正面玄関から 2 階にのぽって左側に市民相談室を 

常時開設しています。 

◆交通事故の問題 

◆人権に関する問題 

◆心配ごとの相談 

◆役所の仕事でわからないこと、改めてほし 

いこと、離婚や扶養に関する家庭問題 

なお、行政相談員（坂本甚作氏、成田栄一氏）は随時相 

談に応じています。 

無料、秘密を守ります。 

などに、次の専問家が当っております。 

毎週水曜日は社会福祉協議会相談員 2 人 

ク 金曜日は五所川原人権擁護委員 1人 

毎月第2.4 水曜日は県交通事故相談所員 

（場所 市中央公民館） 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
 

1日 1円でご家族の安心を．ク 

青森県交通災害共済組合 

（県下の全市町村が共同で結成した組合） 

現在加入されている方は 3 月31日で共済期間が満期になります 

から早めに市へ申し込んで下さい。 

まだ加入されていない方もぜひご家族そろって加入されるよう 

おすすめします。 

昭和53年 4 月1日以後の事故から見舞金が増額になります。 

繋 交通災害共済に 鑓 

	家族そろって加入しましよう 

街
頭
献

血
に

協
カ
を
 

庁
舎
前
「
 

お
祭
り
広
 

合
テ
レ
ビ
の
東
 

ろ
大
太
鼓
」
も
紹
介
さ
れ
、
 

“お
ば
ん
で
す
《
 
そ
の
録
画
撮
り
が
五
月
六
日
 

市
の
伝
統
芸
能
 
（

土
）
午
後
一
時
か
ら
二
時
 

N
H
K
録
画
撮
り
 

隣
口
市
 

り
ま
し
た
。
放
送
は
五
月
十
 

場
」
 
で行
わ
れ
ま
す
の
で
、
 

八
日
（
木
）
夜
七
時
三
十
分
 
ど

な
た
も
気
軽
に
お
い
で
下
 

か
ら
八
時
ま
で
で
す
。
 

さ
い
。
 

こ
の
な
か
で
、
 「あ
す
な
 

県
の
移
動
採
血
車
“
青
い
鳥
 

号
〉
が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献
 

血
を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

青
森
内
職
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゆ
う
の
講

習
と
仕
事
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
，
 

い
ま
す
。
 

ご
希
望
の
方
は
、
下
記
へ
ご
 

五
月
十
八
日

（
木）
＠
午
前

十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
五
所
川

原
保
健
所
前
 

＠
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三

時
ま
で
、
旭
町

・
旧
消
防
署
前
 

連
絡
下
さ
い
。
追
っ
て
講
習
日

等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
職
業
安
定
協
会

（
 

脅
⑤
ニ
五
七
〇
番
）
、
内
職
相

談
員
・
佐
々
木
 

ー

ニ
級
建
築
士
 

試
験
L
 

学
科

・
製
図
試
験

ロ
学
科
試
験
 
七
月
二
十
九

日

（
土
）
 

ロ
試
験
場
 
青
森
・
弘
前

・

八
戸
の
各
工
業
高
校
 

ロ
受
付
期
間
 
五
月
十
五
日
 

（月
）
ー
五
月
十
九
日
（
金
）
 

ま
で
 

ロ
製
図
試
験
 
九
月
十
七
日
 

（
土
）
、青
森
市
で
行
わ
れ
ま

す
。
 

な
お
、
詳
し
く
は
五
所
川
原

土
木
事
務
所
建
築
指
導
課

（
雪

⑤
二
一
〇
五
番
）
へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
の
東

北
向
け
番
組
“
お
ば
ん
で
す
《
 

で
五
所
川
原
市
の
伝
統
芸
能
 

や
行
事
を
 

紹
介
す
る
 

こ
と
に
な
 

あ
す
な
ろ
大
太
鼓
な
ど
 

せ
ん
別
を
寄
付
 

津
軽
信
用
金
庫
の
人
事
異
動

で
五
所
川
原
支
店
か
ら
転
出
さ

れ
た
次
の
方
々
が
、
こ
の
ほ
ど

市
教
育
振
興
会
へ
金
一
封
を
寄

付
し
ま
し
た
。
 

送
別
会
の
席
上
贈
ら
れ
た
せ

ん
別
を
持
ち
寄
っ
た
も
の
で
す
。
 

外
崎
宏
、
会
津
博
、
福
士
弘

道
、
諏
訪
繁
春
 （敬

称
略
）
 

「国
連
青
少
年
の
家
」
 

移
転
 

「国
連
青
少
年
の
家
」
が
下
 

記
に
移
転
し
ま
し
た
。
 

ご
利
用
の
際
に
は
、
お
間
違
 
 

い
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
栄
町
二
〇
番
地

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
（
●
④

三
六
〇
二
番
）
 

社
協
事
務
局
が
移
転
 

市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

が
、
こ
の
ほ
ど
次
の
場
所
へ
移

転
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

ロ
事
務
局
 
市
民
文
化
会
館

一
階
（
雪
④
三
四
九
四
番
）
 

体
の
不
自
由
な
方
へ
 

は
が

き
を
。
フ
レ

ゼ
ン
ト
 

郵
便
局
で
は
、
今
年
も
重
度
 

者
手
帳
を
持
参
し
、
五
月
三
十

身
体
障
害
者
（
一
級
・
二
級
）
 
一

日
ま
で
最
寄
り
の
郵
便
局
へ

に
“
青
い
鳥
は
が
き
”
を

一
人
 

お
申
し
出
下
さ
い
。
代
理
の
方

二
十
枚
ま
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
 

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

該
当
す
る
方
は
、
身
体
障
害
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

内
職
の
希
望
者
へ
 

,
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 


